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保存振興会青年部に聞く保存振興会青年部に聞く
三
国
祭
と
は
？

　
北
陸
三
大
祭
り
の
一
つ
と
も
称
さ
れ
て
い
る
「
三
国
祭
」
は
、
三
國
神
社
の
例
大

祭
と
し
て
、
５
月
15
日
の
宮
開
き
式
に
始
ま
り
、
19
日
の
大
祭
式
典
、
20
日
の
中
日

祭
で
の
神
輿
と
山
車
の
巡
行
、
21
日
の
後
日
祭
ま
で
執
り
行
わ
れ
る
格
式
あ
る
神
事

で
す
。

　
江
戸
時
代
中
期
か
ら
続
く
こ
の
祭
り
で
、
現
在
の
よ
う
に
山
車
屋
台
に
大
き
な
人

形
を
乗
せ
る
形
が
定
着
し
た
の
は
約
３
０
０
年
前
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
中
期
に
は
、
山
車
の
高
さ
が
10
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
り
、
周
辺
の
村
々
か
ら
も

武
者
人
形
の
頭
が
見
え
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
で
は
高
さ
６
・
５
メ
ー
ト
ル
の
山
車
が
巡
行
し
、
日
本
海
に
育
ま
れ
た
湊
町

三
国
の
栄
華
と
、
人
々
の
誇
り
や
気
概
が
変
わ
ら
ず
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

保
存
振
興
会
青
年
部
と
は
？

　
私
た
ち
三
国
祭
保
存
振
興
会
青
年
部
は
、
三
国
祭
を
心
か
ら
愛
す
る
若
手
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
集
ま
り
、
宵
山
車
の
準
備
や
祭
り
の
さ
ら

な
る
発
展
に
向
け
た
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
19
日
の
宵
山
車
巡
行
で
は
、

事
前
準
備
や
当
日
の
内
容
を
計
画
し
、
各
区
の
青
年
団
に
伝
達
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
中
日
祭
で
も
曳
き
手
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
深
め
、
祭
り
を
支
え

る
た
め
の
相
談
役
と
し
て
動
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
若
い
力
で
三
国
祭
を
盛
り

上
げ
、
巡
行
技
術
や
祭
り
の
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
伝
統
を
次
世
代
へ
確
実
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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や
ま

よ
い 

や 

ま

ひ

て

伝統を守り継承する伝統を守り継承する
2

詳しい内容やお知らせはホームページでご確認ください。 ▼

　三国祭保存振興会青年部では、三国祭を愛する若者を募集中！
祭りの準備や山車巡行の支援を通じて、伝統を次世代につなげる活動に
参加しませんか？ 新たな仲間とともに、三国祭を盛り上げ、
未来へと続く祭りに貢献しましょう！

経験がなくても

 大丈夫です！

特集

目
指
す
べ
き
と
こ
ろ
は
？

　
三
国
祭
を
後
世
に
継
承
し
、
よ
り
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
祭
り
に
す
る

こ
と
を
最
優
先
に
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て

き
た
方
々
の
ご
意
見
を
聞
き
、
ほ
か
の
地
域
の
祭
り
を
視
察
し
て
青
年
団

と
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
幅
広
く
学
び
を
得
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
改
善
で
き
る
点
は
柔
軟
に
対
応
し
、
伝
統
を
守
り

つ
つ
も
時
代
に
合
っ
た
形
へ
と
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
５
月
20
日
の
山
車
巡
行
当
日
は
、
当
番
地
区
で
人
手
不
足
と

な
っ
て
い
る
場
合
、
積
極
的
に
応
援
に
行
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
20
〜
40
代
の
仲
間
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

一
緒
に
三
国
祭
を
支
え
る
活
動
を
通
じ
て
、
未
来
へ
と
つ
な
げ
る
祭
り
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宵
山
車
と
は
？

　
宵
山
車
と
は
、
20
日
の
中
日
祭
の
前
日
夜
に
山
車
を
巡
行
す
る
取
り
組

み
の
こ
と
で
す
。
三
国
祭
保
存
振
興
会
の
青
年
部
が
企
画
し
て
お
り
、
三

国
祭
の
幕
開
け
を
飾
る『
火
付
け
役
』と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
背
景
に
は
、
宵
山
車
巡
行
を
通
じ
て
各
区
の
青
年
団

と
と
も
に
山
車
巡
行
技
術
を
磨
き
、
共
有
し
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
で
、

三
国
祭
を
若
い
力
で
活
性
化
さ
せ
、
次
世
代
に
伝
統
を
つ
な
い
で
い
く
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
山
車
当
番
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
方
々
の

技
術
を
再
確
認
す
る
機
会
に
も
な
っ
て
お
り
、
三
国
祭
全
体
を
盛
り
上
げ

る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
車
当
番
を
持
つ
各
区
の
青

年
団
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
、
祭
り
の
も
う
一
つ
の
楽
し
み
の
場
と
し
て

も
宵
山
車
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
三
国
祭
保
存
振
興
会
の
山
車
の
み
が
巡
行
し
て
い
ま
す
が
、
将

来
的
に
は
宵
山
車
を
巡
行
す
る
区
が
増
え
、
三
国
祭
全
体
が
さ
ら
に
活
気

づ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
山
車
を
少
し
で
も
長
い
時
間
巡
行
さ
せ

た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
こ
の
取
り
組
み
が
祭
り
の
魅
力
を
高
め
る

き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
三
国
祭
の
さ
ら
な
る
発
展

に
向
け
て
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
、
伝
統
を
守
り
な
が
ら
次

の
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

三国祭三国祭300年の歴史を今に受け継ぐ

曳き手・
ボランティアスタッフ
曳き手・
ボランティアスタッフ

募集中！募集中！
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主な質疑内容

 総務部

 総合政策部

 財務部

 生活環境部

　行政の見える化についての取り組みは。
　職員のスキルアップにもつながることから、
広報紙やケーブルテレビ、ホームページで情
報を引き続き発信していく。また、ＫＰＩ※

に関しては各部署にまたがることから、改め
て協議していく。

　定員適正化計画に沿った職員採用は。
　令和６年度は、定員適正化計画の目標と実
際の職員数に19人の乖離があり、今後の採
用でこの差を縮めていきたい。現在、令和７
年度から５カ年の定員適正化計画見直しを
行っており、事務や事務手順の見直しを含め、
適正な職員配置に努めたい。

　地域おこし協力隊インターンシップ参加者
の報償費の説明を。
　竹田地区で新しい隊員が活動するための
事前研修として、令和７年３月の１カ月分を
計上している。

　令和７年度予算編成の状況は。
　物価高騰や賃金上昇の影響で人件費や委託
料などの増額が見込まれる。一方で、税収が
人件費、物価高騰に追いついていない現状で
あるため、限られた財源の中で予算編成に努
めていく。

　マイナンバーカードの暗証番号再設定にか
かる職員の業務負担は。
　市民生活課や各支所で、1人当たり10分程
度で更新や暗証番号の再設定ができ、大きな
負担ではない。

　地域脱炭素推進交付金を活用した事業の取
り組み内容は。
　本市は令和７年３月に申請し、採択を目指
している。交付金のメニューは、重点対策加
速化事業で基本的にハード整備としており、
市内の特定事業者など、多くの温室効果ガスを
排出する企業にアプローチをかけ、再生可能
エネルギーの導入などを進めていきたい。

　イータクの増車と芦原温泉駅までの運行に
関する検討の進捗は。
　イータクは市内全体で10台にて運用して
いるが、全体的な運行状況を見て増車を検討
していきたい。また、芦原温泉駅への直接運
行については、既存の公共交通でつながって
いるので、状況を注視していく。
　

▲ イータク公式 LINEアカウント画面

※ＫＰＩ：
　Key Performance Indicatorの略で、重要業績評価指標と訳
され、目標までのプロセスの達成状況を定点観測するための
定量的な指標のこと

総務生活環境常任委員会報告check!

しんちょく

かい り
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主な質疑内容

 三国病院

 健康福祉部

▲ 龍翔博物館イリュージョン展のトリックアート

　ヘルスツーリズム受け入れよりも市民向け
ドック体制の強化を優先すべきではないか。
　市がインバウンド政策に取り組むのであ
れば、可能な範囲で受け入れていく。病院の
拡大路線として受け入れるものではない。

　マイナ保険証の利用率および受け入れ体制
の進捗は。
　12月に入り22％と急増している。カード
リーダーは４台設置されているが、台数不足
が懸念される。患者に迷惑がかからないよう
対応していく。

　子宮頸がんのキャッチアップ接種※の周知は。
　今後予定されている国の説明を受けて、周知
方法を詳細に決めていきたい。

　市内の公立・私立の保育所、こども園の
保育士配置は十分なのか。
　配置については公立、私立ともに基準を満
たしているが、現場の保育士の負担は大きい
と捉えている。気がかりな園児１人に対して
保育士１人の対応もあり、配置基準以上の保
育士が必要である。そのような配置ができて
いない施設では、休暇を取得しにくい、夕方
や延長保育の時間帯では保育士１人当たりの
負担が大きくなっている。

　全天候型子どもの遊び場整備の工事請負費
が高額ではないか。また維持管理の方法は。
　坂井屋内スポーツセンターを改修すること
により、土地購入費が削減できている。設計
段階で経費を抑える努力をしている。維持管
理については他市を参考に安全管理や経費の
ことを考えて検討していきたい。

　龍翔博物館の入館者数は。
　令和５年のリニューアル以降３万３千人で、
夏休みのイリュージョン展の開催により、家族
連れの来館者が急増した。北陸新幹線福井・敦
賀開業以降は関東方面からの来館者が増加した。  

 教育委員会

請願・陳情

陳情
第4号

教員の長時間労働の抜本的改善を
求める意見書提出に関する陳情 不採択

　【主な意見】

○常態化している残業などについて改善する必要
がある。
○時間外手当を支給しても時間外勤務抑制につな
がらないのではないか。
○定数法を改正しても教員が増えるのか疑問が残
る。教員の働き方の改善をしないと定数を増や
しても教員が増えないのでは。

意見陳述者を招致し説明を受け審査

※キャッチアップ接種：
　ワクチンの積極的勧奨の差し控えにより、接種の機会を逃し
た人へ実施されている予防接種のこと

教育民生常任委員会報告check!

しんちょく
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主な質疑内容

 産業政策部  建設部

▲ ウニ陸上養殖施設内の様子

　

　環境保全型農業直接支援対策事業補助金の
面積が増えた項目とその効果は。
　炭の投入について面積が増えている。その
効果は、透水性や保水性、土壌改良剤として
の効果が期待できる。

　県単小規模土地改良事業補助金の負担割合
における「知事の認める大規模災害」とは。
　能登半島地震を受け、知事が地元負担をな
くす方針を打ち出したため、市も補助スキー
ムを変更し、基準についても県の判断に協調
することとした。

　ユリーム春江交流ホールの有効的な活用は。
　常設での活用は難しく、イベントでの利用
でその機能を発揮していく。

　ウニ陸上養殖における種苗購入および養殖
の予定は。
　福井県栽培漁業センターより６万個の種苗
を購入予定であったが、猛暑の影響により種
苗が育たず、令和６年度は１万２千個購入し、
全て養殖に充てる。令和７年度は、６万個を
購入し、養殖数４万個、放流２万個を考えて
いる。

　農地パトロールアプリの導入効果は。
　農地パトロールを実施する農業委員23名
のうち20名がアプリを利用しており、非常
に好評である。市内全ての農地約９万４千
筆※のうち衛星で確認できるものなどを除く
３分の１程度を現地調査すればよく、農業委
員の事務負担の軽減につながっている。

　交通安全施設整備事業の施設概要と補正額
の算出根拠は。
　道路照明灯が主なもので、補正額の算出根
拠は、令和５年度と令和６年度の４月から９
月までの電気料金の上昇率145％を勘案し算
出した。

　坂井市と春江駅周辺の人口の推移と開発行
為、春江駅の利用者の状況は。
　令和元年度から令和６年度の人口推移は、
坂井市全体で約３千人減少しているが、春江
駅周辺の人口は増加している。また、住宅
開発は、春江駅を中心とした半径２km圏内
で春江町は９カ所となっている。１日平均
の利用者は令和５年度で、春江駅1,017人、
丸岡駅986人となっている。

　水道耐震化推進自治体に対する補助金の活
用は。
　現在、上下水道の耐震化に基づく補助は国
のみとなっている。県に対し、県の補助金の
創設や、国に対し、補助要件や補助率の拡充
などを要望していく。

※筆：土地の登記単位のこと

産業建設常任委員会報告check!
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詳細はこちら▶

　令和６年度一般会計補正予算（第５・６・７号）を議決しました。
ここには主な事業を掲載しています。

補正額　25億1,200万円（補正後の額 498億8,161万円）

子どもの遊び場整備事業 7億1,000万円
　天候に関わらず子どもたちが安心して遊ぶこと
ができる遊び場を整備するための費用を計上。

環境保全型農業直接支払交付金事業 119万円
　農業者の組織する団体などが実施する、化学
肥料・化学合成農薬の削減を図る活動を助成
するための費用を計上。

ゆりの里公園管理運営事業 2,000万円
　ゆりの里公園交流ホール系統の空調を緊急
的に修繕するための費用を計上。

水産業経営支援事業 940万円
　燃油価格高騰に対し支援し、漁業経営の
安定と水産物の安定供給の維持などを図る
ための費用を計上。

6年度
令和

Pick

 Up!

一般会計補正予算概要

全会一致となった議案と議決結果

賛否が分かれた議案一覧

議案番号 件　　　　　名

議案番号 審議結果件　　　　　名

○…賛成　×…反対　□…棄権　△…欠席　－…原則採決に参加できない
111 2 3 4 5 6 7 8 9 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

審
議
結
果

議
員
氏
名

畑
野
麻
美
子

永
井

　純
一

前
田

　嘉
彦

川
畑

　孝
治

辻

　
　人
志

伊
藤

　聖
一

松
本

　
　朗

佐
藤

　寛
治

田
中

　哲
治

古
屋

　信
二

戸
板

　
　進

上
坂

　健
司

前
川

　
　徹

後
藤

　寿
和

三
宅
小
百
合

山
田

　秀
樹

岡
部

　恭
典

伊
藤

　宏
実

鍋
嶋

　邦
広

廣
瀬

　陽
子

佐
藤

　岳
之

林

　
　豊
夏

議席

認定

認定

可決

承認

認定

認定

認定

認定

認定

可決

可決

不採択

可決

令和５年度坂井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
の認定について

坂井市特別職の職員の給与及び旅費等に関する条例の
一部を改正する条例について

坂井市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関す
る条例の一部を改正する条例について

教員の長時間労働の抜本的改善を求める意見書提出に
関する陳情

認定第１号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

承認第５号

認定第６号

認定第７号

陳情第４号

令和５年度坂井市一般会計歳入歳出決算の認定について

認定第２号

議案第44号 令和６年度坂井市一般会計補正予算（第６号）
議案第49号

議案第54号

議案第55号

令和６年度坂井市一般会計補正予算（第７号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

× × × □ × × × ○ × × × ー × × × ○ × × × × × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

令和５年度坂井市後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算の認定について

令和５年度坂井市公共下水道事業会計決算の認定に
ついて

令和５年度坂井市農業集落排水事業会計決算の認定
について

専決処分の承認を求めることについて（令和６年度
坂井市一般会計補正予算（第５号））

議案番号 審議結果件　　　　　名
可決

可決
可決
可決
可決
可決

可決

同意

議案第45号

議案第47号
議案第48号
議案第50号
議案第51号
議案第52号

議案第53号

同意第33号

福井県市町総合事務組合規約の変更について
指定管理者の指定（アーバンデザインセンター坂井）について
令和６年度坂井市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
令和６年度坂井市水道事業会計補正予算（第２号）

令和６年度坂井市公共下水道事業会計補正予算（第１号）
令和６年度坂井市農業集落排水事業会計補正予算（第１号）

農業委員会委員の任命について

令和６年度坂井市病院事業会計補正予算（第１号）

令和５年度坂井市水道事業会計決算の認定について

令和５年度坂井市病院事業会計決算の認定について

可決議案第46号

坂井市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を
改正する条例について 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

定例会審議結果
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一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

令
和
６
年
10
月
の
衆
議
院
選
挙
で

も
、
残
念
な
が
ら
全
国
的
に
投
票
率
は

伸
び
て
い
な
い
が
、
本
市
の
投
票
率
は

何
％
だ
っ
た
の
か
。

ま
た
、
過
去
の
衆
議
院
選
挙
と
比
較

し
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

小
選
挙
区
の
投
票
率
は
56
・
３
％
で

あ
り
、
過
去
３
回
の
選
挙
と
の
比
較
で

は
、
全
体
的
に
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

依
然
、
５
割
台
と
い
う
こ
と
は
改
善

が
必
要
と
感
じ
る
が
、
年
代
別
の
投
票

率
の
傾
向
は
ど
う
か
。

40
代
か
ら
70
代
は
高
い
が
10
代
20
代

は
低
い
と
い
う
傾
向
に
あ
る
。

20
代
、
30
代
の
投
票
率
は
。

20
代
が
35
・
６
％
、
30
代
が
48
・
１
％

で
あ
る
。

本
市
で
実
施
し
て
い
る
移
動
投
票

所
、
期
日
前
投
票
所
の
実
態
は
。

移
動
投
票
所
は
市
内
高
校
と
竹
田
地

区
を
巡
回
し
、
期
日
前
投
票
所
は
市
庁

舎
４
カ
所
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。

全
体
の
投
票
者
は
、
22
・
７
％
で
１

万
６
千
人
と
な
っ
た
。

市
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
期

日
前
投
票
所
を
開
設
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

こ
れ
ま
で
も
検
討
し
、
有
権
者
が
利

用
し
や
す
い
と
い
う
利
点
は
あ
る
と
思

う
。し

か
し
、期
間
中
、連
続
し
て
ス
ペ
ー

ス
が
確
保
で
き
る
か
、
設
置
の
た
め
に

費
用
が
か
か
る
な
ど
課
題
も
多
い
た

め
、
引
き
続
き
調
査
・
検
討
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

市
内
事
業
者
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
導
入
状
況
お
よ
び
導
入
促
進
に
向

け
た
支
援
策
は
。

こ
れ
ま
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
お
よ

び
電
子
マ
ネ
ー
決
済
端
末
機
の
整
備
に

要
す
る
経
費
や
、
加
盟
店
手
数
料
の
補

助
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導

入
促
進
を
目
的
と
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
に
お

け
る
導
入
状
況
は
近
隣
市
町
に
比
べ
て

進
ん
で
い
る
。

市
内
の
公
共
施
設
に
お
け
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
状
況
お
よ
び
今

後
の
計
画
は
。

市
民
生
活
課
や
各
支
所
に
お
け
る
証

明
書
発
行
手
数
料
の
支
払
い
を
は
じ

め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
利

用
料
や
三
国
病
院
で
の
医
療
費
の
支
払

い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
文
化

施
設
、
体
育
施
設
な
ど
の
使
用
料
や
入

館
料
な
ど
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
公
共

施
設
で
利
用
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
６
回
行
っ
て
き
た
電
子
決

済
事
業
者
で
あ
る
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
と
市

が
連
携
し
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
は
、

短
期
間
で
大
き
な
経
済
波
及
効
果
が
期

待
さ
れ
、
市
民
、
事
業
者
か
ら
再
開
を

望
む
声
が
多
い
が
実
施
計
画
は
。

政
府
の
物
価
高
騰
対
策
の
た
め
の
重

点
支
援
交
付
金
な
ど
の
活
用
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
市
と
し
て
今
後
取
り
組

む
べ
き
施
策
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
上

で
、
実
施
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て

い
き
た
い
。

▲ コミュニティセンター窓口でキャッシュレス決済を行う
　 利用者

▲ 三国高校玄関前で開設された移動期日前投票所の様子

■Q□A■Q□A

■Q□A

■Q□A■Q□A■Q□A■Q□A

■Q□A

伊  

藤
　
宏  
実

い

ひ
ろ

み

と
う

辻    

人  

志

つ
じ

し

ひ
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

推
進
を

投
票
率
の
向
上
に
向
け
て

常
任
委
員
会
報
告

補
正
予
算

定
例
会
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
特
別
委
員
会
報
告

行
政
視
察
報
告

意
見
交
換
会

7

【 通  告  一  覧 】

　次ページからは、質問項目中の特に市民の皆さまへ
お届けしたい内容を掲載しています。
　全編については後日議会ホームページに掲載される会議
録や、YouTube（チャンネル名・福井県坂井市議会）でご覧
ください。YouTubeは議員写真下の二次元コードから視聴
できます。なお、文章は各議員が作成しています。

令和６年12月９日～11日の３日間：16人

一般質問
市政のここが知りたい

議員氏名 通告内容 ページ

山田　秀樹

永井　純一

三宅小百合

畑野麻美子

林　　豊夏

佐藤　岳之

松本　　朗

12

12

13

13

14

14

15

15

定例会において、議員が市の実施している事業の状況や方針など
について、市から報告や説明を求めるために質問することです。

一般質問ってなに？

(1) 文化財・日本遺産の活用

(1) 坂井市の学校教育について（目
指すもの）

(1) 若い世代の婦人科検診受診率に
ついて

(1) 本市における「みどりの食料シ
ステム戦略」の取組は

(1) 市民との協働で地球温暖化対策
への取組を

(2) 子供たちの居場所としての校内
サポートルームの設置を求める

(1) 学校給食の安全確保と今後の給
食費の方向性について

(2) 本市のシティプロモーションに
ついて

(1) 少数与党による新しい情勢と地
方自治体の求められる姿勢

(2) 物価高騰対策と来年度予算編成
(3) マイナ保険証　今後予想される
混乱と懸念、市の対応

(1) 全国学力・学習状況調査のＣＢＴ
化に向けた坂井市の取組と課題

(2) 新規就農者が選ぶ坂井市へ、農
業支援と移住促進の未来像につ
いて

議員氏名 通告内容 ページ

辻　　人志

鍋嶋　邦広

古屋　信二

伊藤　聖一

上坂　健司

川畑　孝治

後藤　寿和

伊藤　宏実

8

8

9

9

10

10

11

11

(1) キャッシュレス決済の推進につ
いて

(1) 選挙の投票率向上に向けて

(1) 高齢者の社会参加と認知症予防
について

(1) 春江駅周辺整備について
(2) 少子化、子育て施策について

(1) ひとり暮らし高齢者が安心して
暮らせる取組について

(1) 不登校対策について
(2) 脱炭素社会に向けて
(3) 健康対策について

(1) カスタマーハラスメント防止条
例を策定しては

(2) 在宅の要介護者への出張理容・
美容サービス助成ができないか

(1) 広報さかい令和６年９月号にも
掲載された、市政に対する「市
民満足度調査」の調査結果から
見えてきた課題と第二次坂井市
総合計画後期基本計画策定に向
けた取組について

(2) 令和６年坂井市ふるさと納税に
関する現状について

(3) 坂井市洪水・土砂ハザードマッ
プの活用と内水氾濫に関する危
険箇所の把握と危機管理対策に
ついて

(4) 坂井市の今後の観光戦略につ
いて

　瀬　陽子



10

一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

児
童
・
生
徒
の
気
持
ち
や
体
調
の
変

化
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、
心
の
健

康
観
察
と
し
て
学
習
用
端
末
を
活
用
し

た
取
り
組
み
は
。

心
の
健
康
観
察
と
い
う
ア
プ
リ
を
市

内
全
小
中
学
校
に
導
入
し
、
令
和
７
年

４
月
か
ら
本
格
運
用
の
方
針
で
あ
る
。

内
容
は
、
心
の
状
態
な
ど
を
天
気

マ
ー
ク
の
は
れ
・
く
も
り
・
あ
め
・
か

み
な
り
で
答
え
て
も
ら
い
、
悩
み
や
相

談
事
も
書
き
込
め
、
支
援
が
必
要
な
児

童
・
生
徒
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
。

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
望
は
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
さ
か
い
観
光
局
で
は
外
国
語

対
応
の
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
構
築

し
た
。
　

ま
た
、
三
国
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク
受

け
入
れ
体
制
の
整
備
と
し
て
、
医
療
翻

訳
機
の
導
入
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
へ
の
講

習
会
を
開
催
し
、
令
和
６
年
度
中
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
２
０
３
０
年
度

目
標
50
％
達
成
に
向
け
た
決
意
は
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
や
脱
炭

素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
の
推
進
を
全
庁
体
制
で
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
本
市
が
率
先
し
て
ほ
か

の
市
・
県
・
各
種
団
体
と
連
携
し
て
推

進
し
た
い
と
考
え
る
。

近
年
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
、
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
こ
と
を

聞
く
が
、
市
内
小
売
業
者
や
行
政
の
窓

口
、
教
育
現
場
に
お
い
て
、
行
き
過
ぎ

た
要
望
や
ク
レ
ー
ム
な
ど
の
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
な
い
の
か
。

小
売
店
な
ど
か
ら
は
聞
い
て
い
な
い

が
、
市
役
所
や
小
中
学
校
で
は
、
過
度

な
要
求
や
威
圧
的
な
言
動
、
長
時
間
・

複
数
回
に
わ
た
る
ク
レ
ー
ム
の
電
話
な

ど
を
把
握
し
て
い
る
。

東
京
都
で
は
条
例
を
策
定
し
、
ほ
か

の
自
治
体
で
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
が
、
市
内
で
働
く
人
た
ち
を
守
る
た

め
、
全
て
の
市
民
が
加
害
者
に
な
ら
な

い
た
め
に
も
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
条
例
を
策
定
す
べ
き
で
は
。

全
国
的
に
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
に
お
い
て
法
制

化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
今
日
、

在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
人
も
多

く
、
自
力
で
整
髪
に
行
け
な
い
人
は
出

張
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
し
か
な
い
。

出
張
理
容
・
美
容
サ
ー
ビ
ス
に
対
し

助
成
で
き
な
い
か
。

在
宅
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
に
努

め
、
他
市
町
の
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し

た
い
。

▲ 住宅屋根へ太陽光パネル設置

▲ 大型ショッピングセンターの啓発ポスター

■Q□A■Q□A

■Q□A

■Q□A■Q□A

■Q□A

川  

畑
　
孝  
治

か
わ

た
か

は
る

ば
た

上  

坂
　
健  

司

う
え

け
ん

し

さ
か

脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
強
化
を

不
登
校
対
策
を

健
康
増
進
・
休
養
と
観
光
を

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
条
例
を
策
定
し
て
は

在
宅
の
要
介
護
者
へ
の

出
張
理
容
・
美
容
サ
ー
ビ
ス
の

助
成
を
し
て
は

常
任
委
員
会
報
告

補
正
予
算

定
例
会
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
特
別
委
員
会
報
告

行
政
視
察
報
告

意
見
交
換
会

9

一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

▲ 美食の郷越前坂井に「極味膳」あり
　 極味膳の紹介パンフレット（坂井市商工会）

Ｄ
Ｍ
Ｏ
さ
か
い
観
光
局
が
掲
げ
て
き

た
美
食
の
郷
構
想
、
本
市
は
、
美
食
、

美
観
、
美
湯
の
３
つ
の
う
ち
、
特
に
美

食
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
観
光
戦
略
が
重

要
と
思
う
が
、
本
市
の
所
見
を
伺
う
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
さ
か
い
観
光
局
が
令
和
３
年

に
作
成
し
た
美
食
の
郷
越
前
坂
井
中
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
本
市
の
強
み
で
あ
る

食
を
前
面
に
打
ち
出
し
、
国
内
有
数
の

美
食
の
ま
ち
を
目
指
す
５
カ
年
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
飲
食
事
業
者
向
け
の
機
運

醸
成
セ
ミ
ナ
ー
や
軽
井
沢
町
な
ど
で
の

出
向
宣
伝
を
開
催
し
て
き
た
。

令
和
７
年
に
は
、
本
市
の
豊
富
な
食

材
を
通
し
て
、
首
都
圏
の
料
理
人
と
本

市
の
生
産
者
を
つ
な
ぐ
、
食
に
特
化
し

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。

今
後
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
Ｐ

Ｒ
や
本
市
の
食
の
魅
力
を
伝
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
、
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
を
強
化
し
て
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
磨
き
上
げ
を
行
い
、
誘
客

と
消
費
額
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
現
在
の
坂
井
市
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
戦
略
基
本
計
画
は
令
和
７
年
度
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
令
和
８
年
度
か
ら
の

新
し
い
計
画
の
中
で
、
本
市
の
食
を
ど

う
ア
ピ
ー
ル
し
、「
坂
井
市
と
言
え
ば

食
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
か
、
十
分
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
と
認
知
症
の

関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

高
齢
者
が
人
と
の
交
流
が
乏
し
く
な

る
と
脳
の
活
性
化
が
低
下
し
、
認
知
症

の
リ
ス
ク
要
因
に
な
る
。

認
知
症
防
止
対
策
と
し
て
、
孤
立
を

防
ぐ
取
り
組
み
が
重
要
と
認
識
し
て
い

る
。高

齢
者
世
帯
に
お
け
る
孤
立
を
防
ぐ

有
効
な
政
策
は
何
か
。

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

高
齢
者
の
社
会
参
加
と
は
、
ど
の
よ

う
な
行
為
が
社
会
参
加
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
の
か
。

例
え
ば
、
就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
趣
味
な
ど
の
自
己
啓
発
活
動
、
友

人
、
隣
人
と
の
交
流
な
ど
自
分
以
外
の

人
や
集
団
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
を

社
会
参
加
と
捉
え
て
い
る
。

第
二
次
坂
井
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
に
も
盛
り
込
み
、
全
庁
的
に
取
り

組
む
課
題
だ
と
考
え
る
。

閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
人
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
は
、

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

一
歩
で
も
外
に
出
ら
れ
る
手
助
け
を

し
て
ほ
し
い
が
、
ど
う
か
。

一
日
に
一
回
で
も
い
い
の
で
外
に
出

る
、
人
と
話
を
す
る
、
こ
れ
が
社
会
参

加
だ
と
捉
え
て
い
る
。

自
治
会
や
集
落
内
で
友
達
や
隣
人
と

話
す
こ
と
が
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

▲ 介護予防教室の様子
  （丸岡城のまちコミュニティセンター）

■Q□A

■Q□A■Q□A■Q□A

■Q□A

鍋  

嶋
　
邦  

広

な
べ

く
に

ひ
ろ

し
ま

伊  

藤
　
聖  

一

い

せ
い

い
ち

と
う

坂
井
市
＝
美
食
の
郷
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
、
尖
っ
た
観
光
戦
略
、

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を

高
齢
者
の
社
会
参
加
と
認
知
症
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一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

人
口
減
少
、空
き
家
問
題
の
解
決
に
、

地
元
の
若
い
世
代
が
日
本
遺
産
や
歴
史

的
風
致
を
活
用
し
、
地
域
の
魅
力
を
高

め
移
住
定
住
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
。令

和
６
年
10
月
に
観
光
と
移
住
を
結

ぶ
「
湊
ノ
芸
術
祭
」
が
開
催
さ
れ
た
。

市
長
の
所
見
を
伺
う
。

令
和
５
年
に
引
き
続
き
、
湊
ノ
芸
術

祭
が
開
催
さ
れ
、若
い
人
が
集
ま
っ
た
。

空
き
家
や
空
き
地
に
作
品
が
展
示
さ

れ
、
若
い
感
性
に
よ
る
非
日
常
的
な
空

間
は
、
ほ
か
に
類
を
見
な
い
素
晴
ら
し

い
内
容
だ
っ
た
。

若
い
世
代
の
活
動
は
、
地
域
の
課
題

解
決
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
り
、
大
変

重
要
な
意
義
を
持
つ
と
感
じ
て
い
る
。

し
っ
か
り
応
援
し
て
い
き
た
い
。

日
本
遺
産
の
意
義
や
理
解
を
市
民
に

広
め
る
方
策
は
。

北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
三
國

湊
北
前
ス
ト
リ
ー
ム
で
は
歴
史
的
価
値

の
再
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
地
元
小
学
校
で
出
前
講
座
を

行
い
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
を

図
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
北
前
船
が
も
た
ら
し
た

文
化
や
歴
史
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
、
機
運
の
醸
成
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
さ
か
い
観
光
局
の
、
地
域
関

係
者
へ
の
巻
き
込
み
を
期
待
し
た
い

が
、
市
の
考
え
は
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
が
加
盟
す
る
強

み
を
生
か
し
、
地
域
関
係
者
を
巻
き
込

み
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
連
携
支
援
し
て
い
く
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育※

に
取
り
組

ん
で
い
る
大
阪
市
立
大
空
小
学
校
は
、

い
じ
め
や
不
登
校
が
な
い
奇
跡
の
学
校

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

大
空
小
学
校
の
取
り
組
み
を
取
り
入

れ
て
、
本
市
の
子
ど
も
が
個
性
豊
か
に

伸
び
伸
び
と
、
そ
し
て
生
き
生
き
と
育

つ
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。

市
長
の
所
感
を
伺
う
。

行
政
の
中
で
一
番
の
根
幹
は
教
育
だ

と
思
っ
て
い
る
。

大
空
小
学
校
の
取
り
組
み
は
、
非
常

に
参
考
に
な
る
部
分
も
多
い
。

一
例
を
言
う
と
、
見
え
る
学
力
と
見

え
な
い
学
力
が
あ
り
、
や
や
も
す
る
と

見
え
る
学
力
の
部
分
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
当
て
が
ち
な
教
育
で
あ
る
が
、
社

会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
見
え
な

い
学
力
、
い
わ
ゆ
る
社
会
で
生
き
て
い

く
力
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
と
思
う
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い
て

も
、
こ
の
学
校
の
考
え
方
に
賛
同
す
る

こ
と
が
あ
り
、
誰
一
人
排
除
す
る
こ
と

な
く
、
全
て
の
子
ど
も
が
と
も
に
学
び

合
う
と
い
う
当
た
り
前
の
事
実
を
作
る

こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
に
も
、
目
の
前
の
子
ど
も

に
対
し
て
本
気
か
ど
う
か
、
子
ど
も
た

ち
の
学
校
を
作
れ
ば
作
る
ほ
ど
、
教
員

が
楽
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
共
感
し

た
。地

域
の
中
で
、
い
か
に
子
ど
も
た
ち

の
教
育
を
し
っ
か
り
し
て
い
く
か
、
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
い
う
形
で
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

第
二
次
坂
井
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
の
中
に
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

▲ 若い観光客と地域をつなぐ空き家を活用した
　 ゲストハウス（三国町）

▲ 東十郷小学校の授業風景

※インクルーシブ教育：障がいや病気の有無、国籍、性別といったさまざまな違いや課題を超えて、全ての子どもが同じ環境でともに学び合う教育のこと

■Q□A■Q□A

■Q□A

■Q□A

永  

井
　
純  
一

な
が

じ
ゅ
ん

い
ち

い

山  

田
　
秀  

樹

や
ま

ひ
で

き

だ

社
会
問
題
を
見
据
え
た

日
本
遺
産
活
用

坂
井
市
の
将
来
の
た
め

教
育
の
充
実
を

常
任
委
員
会
報
告

補
正
予
算

定
例
会
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
特
別
委
員
会
報
告

行
政
視
察
報
告

意
見
交
換
会

11

一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

【貸与機器】
① 緊急通報装置本体

② ペンダント ③ 人感センサー

「
駅
西
口
と
東
口
を
つ
な
ぐ
跨
線
橋

の
設
置
な
ど
」
の
具
体
的
な
内
容
は
。

現
在
の
跨
線
橋
が
老
朽
化
し
て
お

り
、
ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い
と
の
協
議
で

駅
西
口
と
東
口
を
つ
な
ぐ
跨
線
橋
を
新

た
に
設
置
し
、
併
せ
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

も
設
置
す
る
計
画
に
し
た
。

ま
た
、
東
口
方
面
は
住
宅
開
発
も
非

常
に
進
み
、
人
口
も
増
え
つ
つ
あ
る
た

め
、
利
便
性
向
上
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

出
店
を
希
望
さ
れ
る
人
も
い
る
よ
う

で
、
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
簡
単
な
イ

ベ
ン
ト
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
利
用
可

能
な
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
隣
接
す
る
公
園
広
場
を
一

体
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
に

ぎ
わ
い
創
出
を
し
て
い
き
た
い
。

送
り
迎
え
の
時
間
帯
に
な
る
と
交
通

渋
滞
が
発
生
す
る
が
対
策
は
。

計
画
で
は
駅
舎
の
正
面
で
は
な
く
、

既
存
の
駐
輪
場
が
あ
る
北
側
に
新
た
な

ロ
ー
タ
リ
ー
を
整
備
す
る
。

今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

周
辺
整
備
、
駅
舎
整
備
、
跨
線
橋
整

備
の
３
つ
に
分
け
て
整
備
を
進
め
て
い

く
。素

案
で
は
、
令
和
７
年
度
以
降
、
順

次
調
査
設
計
を
進
め
、
工
事
は
令
和
８

年
度
に
駅
周
辺
、令
和
９
年
度
に
駅
舎
、

令
和
10
年
度
に
跨
線
橋
の
着
手
を
目
指

し
て
い
く
。

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
の
把
握

は
。令

和
６
年
４
月
現
在
４
５
２
６
世
帯

と
な
り
、
総
世
帯
数
に
お
け
る
割
合
は

13
・
５
％
と
な
っ
て
今
後
も
増
加
す
る

と
認
識
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
受
診
、
ま
た
急
病
や
ケ
ガ

に
対
応
す
る
対
策
は
。

お
と
な
の
救
急
医
療
電
話
相
談
事
業

の
運
用
が
県
で
さ
れ
て
お
り
、
看
護
師

な
ど
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
、
医
療
機
関
の

案
内
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
市
で
は
緊
急
通
報
装
置
の
貸

与
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
民
生
委

員
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

孤
独
が
進
み
、
う
つ
病
や
認
知
症
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
へ
の
対
策
は
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
家
庭
訪

問
を
し
た
際
や
窓
口
相
談
な
ど
の
機
会

を
活
用
し
、
認
知
機
能
や
う
つ
病
な
ど

の
リ
ス
ク
を
把
握
し
、
結
果
に
応
じ
て

病
院
へ
の
受
診
や
地
域
に
お
け
る
見
守

り
体
制
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

民
生
委
員
の
負
担
軽
減
の
対
策
は
。

市
が
取
り
組
ん
で
い
る「
こ
こ
サ
ポ
」

な
ど
に
よ
り
、
民
生
委
員
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
相
談
事
例
に
つ
い
て
行
政
機
関
や

専
門
職
な
ど
が
協
力
し
て
支
援
に
あ
た

り
、
問
題
を
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
活
用
に
よ
る

福
祉
委
員
と
の
情
報
共
有
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
ニ
ー
ズ
や
費
用
対
効
果
な

ど
も
勘
案
し
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。▲ 高齢福祉課で貸与している緊急通報装置

▲ 春江駅東側の現況（令和６年12月）

こ
せ
ん
き
ょ
う

■Q□A■Q□A■Q

□A■Q□A

■Q□A■Q□A■Q□A

■Q□A

後  

藤
　
寿  

和

ご

と
し

か
ず

と
う

古  

屋
　
信  

二

ふ
る

の
ぶ

じ

や

春
江
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
取
り
組
み
を
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一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

10
代
か
ら
が
ん
の
知
識
を
持
ち
、
検

診
の
必
要
性
を
認
識
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
若
い
世
代
へ
の
啓
発
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

令
和
５
年
度
か
ら
、
市
内
高
校
で
、

が
ん
予
防
啓
発
の
出
前
健
康
講
座
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
子
育
て
中
の
人
に
、
乳
児
健

診
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
案

内
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、周
知
し
て
い
る
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
細
胞
診
が
主
流

で
あ
る
が
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
単
独
法※

で

あ
れ
ば
、
受
診
間
隔
が
２
年
に
１
度
か

ら
５
年
に
１
度
に
な
り
、
受
診
者
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
導

入
の
検
討
は
さ
れ
て
い
る
か
。

受
診
体
制
の
整
備
、
関
係
者
の
理
解

や
協
力
な
ど
が
得
ら
れ
た
市
町
村
か
ら

順
次
導
入
が
可
能
で
あ
り
、
県
や
各
関

係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検

査
単
独
法
導
入
に
向
け
準
備
を
進
め

る
。

国
も
企
業
へ
の
が
ん
対
策
を
推
進
し

て
い
る
が
、
本
市
で
は
ど
う
か
。

全
国
健
康
保
険
協
会
福
井
支
部
と
連

携
し
、
希
望
す
る
市
内
事
業
所
向
け
に

出
前
講
座
を
行
い
、
が
ん
検
診
の
理
解

促
進
と
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
坂
井
地
区
の
企
業
担
当
者
や

行
政
担
当
者
な
ど
を
対
象
に
、
坂
井
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
催
の
地
域
・
職
域

連
携
推
進
会
議
で
情
報
共
有
や
研
修
な

ど
、
職
域
で
の
が
ん
検
診
普
及
啓
発
に

関
す
る
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

農
林
水
産
業
の
担
い
手
不
足
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
が
現
状
と
対
策
は
。

高
齢
化
に
よ
る
減
少
が
著
し
く
、
農

業
経
営
体
数
で
は
平
成
22
年
に
２
６
７

２
戸
だ
っ
た
が
、
10
年
後
の
令
和
２
年

に
１
３
１
６
戸
と
半
減
し
た
。

対
策
と
し
て
県
が
園
芸
・
林
業
・
漁

業
分
野
の
カ
レ
ッ
ジ
制
度
を
設
け
て
お

り
、
未
経
験
者
で
も
就
業
し
や
す
い
環

境
を
整
え
て
い
る
。

気
候
変
動
に
よ
る
作
物
の
収
量
減
少

や
品
質
低
下
、漁
獲
量
の
減
少
対
策
は
。

農
業
で
は
、
い
ち
ほ
ま
れ
や
あ
き
さ

か
り
と
い
っ
た
高
温
耐
性
品
種
の
作
付

け
を
推
奨
し
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
適
期

田
植
え
、
適
期
収
穫
の
実
施
に
加
え
、

地
温
上
昇
の
抑
制
な
ど
の
営
農
指
導
や

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

漁
業
に
お
い
て
は
、
種
苗
お
よ
び
稚

貝
の
放
流
事
業
や
、
バ
フ
ン
ウ
ニ
の
陸

上
養
殖
や
加
工
施
設
を
令
和
７
年
２
月

に
稼
働
す
る
予
定
で
あ
る
。

２
０
５
０
年
ま
で
に
化
学
農
薬
の
使

用
量
を
50
％
低
減
、
化
学
肥
料
の
使
用

量
を
30
％
低
減
、
有
機
農
業
の
取
組
面

積
割
合
25
％
を
目
指
す
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

県
と
県
内
全
市
町
で
、
環
境
負
荷
低

減
に
関
す
る
基
本
計
画
を
策
定
し
、
２

０
３
０
年
の
県
全
体
の
目
標
値
と
し
て

有
機
農
業
・
特
別
栽
培
の
取
組
面
積
を

現
状
１
６
６
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
３
割

増
の
２
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
化
学
農

薬
の
使
用
回
数
お
よ
び
化
学
肥
料
の
窒

素
成
分
量
を
そ
れ
ぞ
れ
１
割
減
少
す
る
。▲ 2050年までに目指す環境保全の目標（北海道農政局）

▲ 三国高校でのがん教育講座

※ＨＰＶ検査単独法：子宮頸がんの原因となる高リスク型ヒトパピローマウイルスの感染の有無を調べる検査

■Q□A■Q□A

■Q□A

■Q□A■Q□A

■Q□A

三  

宅  

小
百
合

み

さ

ゆ

り

や
け

　  

瀬
　
陽  

子

ひ
ろ

よ
う

こ

せ

若
い
世
代
の
婦
人
科
検
診

受
診
率
向
上
へ
取
り
組
み
強
化
を

本
市
に
お
け
る
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
取
り
組
み
は
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一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代

替
品
へ
の
支
援
（
補
助
）
を
求
め
る
。

県
の
補
助
金
活
用
を
周
知
す
る
。

市
独
自
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
商
工

会
な
ど
事
業
者
と
の
意
見
交
換
や
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

食
品
ロ
ス
削
減
計
画
を
策
定
し
、
目

標
値
な
ど
を
決
め
た
取
り
組
み
を
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
や
３
０
１
０
運

動※

の
実
施
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

坂
井
市
環
境
基
本
計
画
の
中
で
目
標

値
や
取
り
組
み
を
明
確
に
す
る
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
推
進
す
る
に

は
農
協
の
支
援
が
大
き
い
の
で
は
。

食
材
の
量
や
流
通
、
価
格
面
、
地
産

地
消
な
ど
課
題
も
あ
り
、
農
協
を
含
め

た
関
係
機
関
と
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

誰
で
も
気
軽
に
行
け
る
サ
ポ
ー
ト

ル
ー
ム
を
提
案
し
求
め
る
。

不
登
校
や
、そ
の
兆
し
の
あ
る
児
童
・

生
徒
が
周
り
を
気
に
せ
ず
、
別
室
を
利

用
し
て
気
軽
に
登
下
校
で
き
る
居
場
所

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
長
が
掲
げ
る
新
規
就
農
者
支
援
、

農
業
水
利
施
設
の
計
画
的
な
更
新
の

進
捗
は
。

新
規
就
農
者
に
は
初
期
費
用
や
空
き

家
活
用
支
援
金
を
提
供
し
て
い
る
。

特
に
三
里
浜
砂
丘
地
や
坂
井
北
部
丘

陵
地
で
の
支
援
を
進
め
て
い
る
。

農
業
水
利
施
設
で
は
13
事
業
を
進
行

中
で
、
令
和
11
年
度
ま
で
に
さ
ら
に
６

事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

冬
期
通
水
の
実
証
試
験
も
実
施
中

で
、
実
現
す
れ
ば
通
年
生
産
が
可
能
と

な
り
、所
得
の
安
定
化
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
新
規
就
農
者

が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
、
地
域
農

業
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て
い
る
。

新
規
就
農
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
方

策
は
。

市
で
は
職
員
が
現
場
を
巡
回
し
、
直

接
意
見
を
聞
い
て
、
支
援
策
に
反
映
し

て
い
る
。

ま
た
、
確
定
申
告
研
修
会
も
開
催

し
、
生
活
面
で
の
相
談
に
も
対
応
し
て

い
る
。

さ
ら
に
、
さ
か
い
未
来
創
造
座
談
会

で
は
市
長
が
新
規
就
農
者
や
若
手
農
業

者
の
声
を
直
接
聞
き
、
支
援
策
に
反
映

し
て
い
る
。

例
え
ば
、
研
修
制
度
の
拡
充
や
作
物

Ｐ
Ｒ
の
強
化
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

地
域
ご
と
の
課
題
に
柔
軟
に
対
応

し
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
続
け
て
い

る
。

▲ 坂井北部丘陵地で営農する新規就農者

▲ 高椋小学校５年生によるお米作り発表

※3010運動：宴会などで開始30分と終了前10分は料理を楽しみ、食べ残しを減らそうという取り組み

し
ん
ち
ょ
く

■Q□A■Q□A■Q□A

■Q□A

■Q□A■Q□A

畑  

野  

麻
美
子

は
た

ま

み

こ

の

林    

豊  

夏

は
や
し

か

と
よ

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と
し
て
の

校
内
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
設
置
を

求
め
る

新
規
就
農
者
が
選
ぶ
坂
井
市
へ
、

農
業
支
援
と
移
住
促
進
を

高
校
生
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

を
、
小
学
生
は
食
品
ロ
ス
を
、
米
作

り
で
は
肥
料
、
農
薬
な
ど
を
取
り
上

げ
る
提
案
が
あ
っ
た

市
民
と
の
協
働
で
こ
れ
ら
の
提
案
を

生
か
す
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組

み
を常

任
委
員
会
報
告

補
正
予
算

定
例
会
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
特
別
委
員
会
報
告

行
政
視
察
報
告

意
見
交
換
会
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一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

本
市
の
学
校
給
食
に
お
け
る
異
物
混

入
の
予
防
対
策
と
令
和
７
年
度
以
降
の

給
食
費
の
取
り
扱
い
は
。

本
市
で
は
、
異
物
混
入
に
関
し
て
、

学
校
給
食
法
を
踏
ま
え
た
衛
生
管
理
や

安
全
確
保
の
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

食
材
納
入
時
、調
理
前
か
ら
調
理
中
、

調
理
後
の
場
面
に
お
い
て
、
丁
寧
に
確

認
を
行
っ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
安
全
で

栄
養
価
の
高
い
お
い
し
い
給
食
を
提
供

し
て
い
く
た
め
、令
和
６
年
10
月
よ
り
、

既
に
２
分
の
１
に
減
額
し
て
い
る
給
食

費
の
額
を
据
え
置
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
食
材
費
高
騰
の
影
響
に
よ

る
相
当
額
を
市
が
負
担
す
る
施
策
を
講

じ
て
い
る
。

令
和
７
年
度
以
降
、
国
や
県
の
支
援

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
効
果
的
な

支
援
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

本
市
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
坂
井
ほ

や
丸
を
活
用
し
た
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
今
後
の
展
開
は
。

市
内
外
で
の
活
動
件
数
を
増
や
す
こ

と
に
よ
り
、
認
知
度
を
さ
ら
に
押
し
上

げ
、
市
内
で
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
成
長
さ
せ
、
本
市
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

▲ 今後も活躍が期待される
　 坂井市公式キャラクター  坂井ほや丸

図
書
館
図
書
費
、
文
化
振
興
事
業
団

の
事
業
費
な
ど
、
物
価
高
騰
に
伴
う
事

業
費
を
、
き
め
細
か
く
配
慮
し
て
、
予

算
編
成
す
る
べ
き
で
は
。

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
配
慮
し
な
が

ら
、
予
算
編
成
し
た
い
。

学
校
修
学
旅
行
の
旅
行
業
者
に
支
払

う
企
画
手
数
料
が
11
％
で
、
一
人
７
千

円
を
超
え
て
お
り
高
い
。
　
　
　

企
画
費
は
市
が
負
担
し
、
保
護
者
負

担
を
抑
え
る
取
り
組
み
を
。

修
学
旅
行
は
、
児
童
・
生
徒
の
た
め

に
行
う
部
分
も
あ
り
、
保
護
者
負
担
と

す
る
こ
と
が
適
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
を
し
て
い
な

い
人
に
は
、
資
格
確
認
書
を
交
付
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
恒
久
的
に
発

行
す
る
べ
き
で
は
。

国
の
通
知
と
動
向
を
見
な
が
ら
、
同

じ
歩
調
で
進
め
る
。

電
子
証
明
書
の
更
新
は
５
年
ご
と

で
、
忘
れ
る
人
も
多
い
。

事
務
的
手
間
も
か
か
り
、
従
来
ど
お

り
保
険
証
の
発
行
を
続
け
る
べ
き
で
は
。

何
事
も
制
度
と
い
う
の
は
生
み
の
苦

し
み
は
あ
る
。

市
民
の
混
乱
を
来
す
場
面
で
は
市
と

し
て
も
声
を
上
げ
る
。

事
務
量
の
負
担
は
出
る
が
、
混
乱
の

な
い
よ
う
に
進
め
た
い
。

▲ 購入書籍も高くなった図書館

■Q□A

■Q□A

■Q□A■Q□A■Q

□A■Q□A

佐  

藤
　
岳  

之

さ

た
け

ゆ
き

と
う

松  

本    

朗

ま
つ

あ
き
ら

も
と

本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て

学
校
給
食
の
安
全
確
保
と

今
後
の
給
食
費
の
方
向
性
は

物
価
高
騰
と
新
年
度
予
算
編
成

マ
イ
ナ
保
険
証
問
題

―
保
険
証
の
交
付
を
続
け
る
べ
き
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常
任
委
員
会
報
告

補
正
予
算

定
例
会
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
特
別
委
員
会
報
告

行
政
視
察
報
告

意
見
交
換
会

令
和
５
年
度
決
算
を
認
定
し
ま
し
た

決
算
特
別
委
員
会
報
告

　歳入合計　512億3,571万5,281円
　歳出合計　500億7,228万3,315円

　実質収支①は7億4,181万3千円の黒
字、実質単年度収支②は3億7,894万2千
円の赤字となった。財政力指数③は0.60
で前年度に比べ0.01ポイント減少、経常
収支比率④は95.4%で、前年度に比べ3.0
ポイント上昇している。
　今後もさらなる自主財源⑤の確保ととも
に、行財政の見える化を図り、第三者に
よる検証など事業の効果を精査し、経費
の削減に努め、持続可能な財政運営を
図るとともに、民間活力を活用した公共
サービスの向上が必要である。なお、
北陸新幹線延伸開業により東京駅と直結
したことに伴い、坂井市の魅力を発信する
など、関東方面からの交流人口増や企業
誘致の促進に努めることも必要である。

◆国民健康保険特別会計
　歳入合計　84億1,553万2,034円
　歳出合計　80億8,629万8,009円

　実質収支は3億2,923万4千円の黒字、
実質単年度収支は9,116万9千円の赤字と
なった。
　一般会計からの繰入金は5億1,607万
7千円あり、今後も医療水準の向上や被
保険者の高齢化などにより１人当たりの
医療費が増加傾向にあることから、より
一層のレセプト点検の強化や、さらなる
ジェネリック医薬品の普及促進策を図り、
適正な給付や安定した事業運営に取り組
む必要がある。

◆後期高齢者医療特別会計

　歳入合計　13億487万2,902円
　歳出合計　13億454万　249円

　実質収支は33万2千円の黒字、実質単
年度収支は22万3千円の黒字となった。
　不納欠損額については1万9千円と、前年
度から大きく減少しており、今後も一層の
収納率向上を図るとともに、事業の安定
的な運営に取り組む必要がある。

◆水道事業会計
　2,677万円の当年度純損失となった。
給水人口が年々減少を続けているなど、
水道事業を取り巻く環境は厳しい状況に
ある。引き続き、滞納の発生防止および
徴収強化には鋭意取り組む必要がある。
さらに、災害時において、市民に安心安全
な水を供給できるように維持する必要が
ある。

◆公共下水道事業会計
　8,945万円の当年度純利益となった。
今後もさらなる経営の効率化・健全化を
図り、より一層の経費削減に努める必要
がある。さらに、災害対策について考え、
市民が衛生的に生活できるよう事業運営
に努める必要がある。

◆農業集落排水事業会計
　385万2千円の当年度純損失となり、水
洗化率は1.83ポイント下降し88.17％と
なった。引き続き維持管理コストの縮減
を図るなど、一層の業務効率化に取り組
んでいく必要がある。

◆病院事業会計
　7,030万2千円の当年度純損失となった。
新型コロナウイルス感染症関連補助金の
減により減収となったためである。三国
病院を取り巻く経営環境は厳しい状況で
あるため、「坂井市立三国病院経営強化
プラン」により経営状況が改善される
よう経営強化に努める必要がある。

　
本
委
員
会
で
は
、令
和
５
年
度
の
坂
井
市
一
般
会
計
、特
別
会
計
お
よ
び
企
業

会
計
の
計
７
会
計
に
つ
い
て
、９
月
27
日
か
ら
10
月
25
日
ま
で
の
５
回
に
わ
た
り
、

事
業
が
目
的
に
従
っ
て
適
正
か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ
た
か
、今
後
ど
の
よ
う

な
改
善
工
夫
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
な
ど
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

①実質収支
当該年度の歳入歳出差引額から、翌年度に繰り越すべき
財源を控除した額。

②実質単年度収支
当該年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いた
額（単年度収支）に、実質的な黒字・赤字要素（財政調
整基金への積立額や取崩し額など）を差し引いた額。

③財政力指数
財政の豊かさを表す指数。１に近いほど財政に余裕が
あるとされる。（令和４年度全国市町村平均：0.49）

④経常収支比率
財政構造の弾力性を表す指標。比率が高いほど臨時的に
使用できる一般財源が少なく、弾力性を失っていること
を示す。（令和４年度全国市町村平均：92.2）

⑤自主財源
市税など、市が自前で集め自由に使える財源。

用語解説

一般会計

企業会計

特別会計



17

縁
結
び
定
住
課
の
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
か
ら
メ
タ
バ
ー
ス
を

舞
台
に
、
ア
バ
タ
ー
で
の
婚
活
、
ア

バ
タ
ー
デ
ー
ト
を
経
て
、
出
雲
市
内

で
行
わ
れ
る
リ
ア
ル
バ
ス
ツ
ア
ー

デ
ー
ト
＆
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
、

カ
ッ
プ
ル
成
立
を
目
指
す
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

　
カ
ッ
プ
ル
成
立
率
が
66
・
７
％
と

高
く
、
結
婚
の
実
績
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
市
で
も
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

活
用
に
つ
い
て
、
研
究
の
必
要
性
を

感
じ
た
。

鳥
取
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
に

つ
い
て

　
２
０
３
０
年
の
あ
る
べ
き
姿
の
実

現
に
向
け
、
先
導
的
取
り
組
み
と
し

て
、
環
境
面
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
、
経
済
面
で
は
稼
げ
る
次
世

代
型
ス
マ
ー
ト
農
業
、
社
会
面
で
は

地
域
課
題
解
決
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
る
。

　
取
り
組
み
ご
と
に
、
地
域
の
特
徴

や
特
色
を
生
か
せ
る
場
所
を
数
カ
所

ず
つ
先
行
地
域
と
し
て
設
定
し
て
進

め
て
お
り
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
も
参
考
に
な
る
取
り
組
み
で

あ
る
と
感
じ
た
。

移
住
者
・
定
住
者
を
増
や
す
地
元
密

着
型
の
地
方
共
創
に
つ
い
て

　
年
間
３
０
０
万
人
が
訪
れ
る
全
国

有
数
の
観
光
地
で
あ
る
が
、
急
激
な

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
か
ら
、
関

係
人
口
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

「
前
尾
記
念
ク
ロ
ス
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｚ
Ｕ
」
を
令
和
４
年
５
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
地
域
に
関
心
を
持
つ
層
を
増
や
し
、

地
域
活
動
へ
の
参
画
や
共
創
に
つ
な

げ
る
た
め
、
地
域
課
題
解
決
ツ
ア
ー

や
都
市
部
企
業
と
地
域
の
連
携
事
業

は
、
本
市
も
参
考
に
な
る
取
り
組
み

で
あ
っ
た
。

▲ 前尾記念クロスワークセンターMIYAZUでの視察の様子

総務生活環境常任委員会視察報告 11 月５日〜７日

教育民生常任委員会視察報告 11 月５日〜７日

予
防
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

　
角
川
書
店
創
業
家
や
一
般
企
業
の

寄
附
と
、
富
山
市
の
財
源
で
25
億
円

を
か
け
平
成
23
年
度
に
完
成
し
た
。

　
介
護
予
防
の
概
念
が
希
薄
で
予
防

給
付
の
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
が
ほ
ぼ

整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
、

介
護
給
付
費
抑
制
を
目
的
と
し
て
施

設
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
そ
の
概
念
は
今
な
お
引
き
継
が
れ

て
お
り
、
医
療
費
の
削
減
に
ま
で
及

ん
で
い
る
。

　
本
市
の
霞
の
郷
の
運
営
に
生
か
せ

る
可
能
性
を
感
じ
た
。

ハ
ウ
ス
で
の
取
組
に
つ
い
て

　「
マ
マ
が
明
る
く
笑
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
子
ど
も
や
家
庭
は
明
る
い
笑
顔

に
な
れ
な
い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
運

営
さ
れ
て
お
り
、
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク

付
き
５
０
０
円
で
半
日
過
ご
せ
る
。

　
似
た
境
遇
同
士
の
マ
マ
や
パ
パ
が

集
ま
り
、
専
門
職
の
人
や
先
輩
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
。 

　
行
政
な
ど
の
子
育
て
支
援
の
情
報

を
い
ち
早
く
つ
な
ぐ
役
割
も
担
っ
て

い
る
と
力
説
さ
れ
て
い
た
。

　
本
市
に
も
欲
し
い
情
報
を
迅
速
に

つ
な
ぐ
役
割
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
そ
う
だ
ん
フ
ォ
ー
ム

タ
ッ
チ
（
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
）
に
つ
い
て

　
い
じ
め
や
か
ら
か
い
、
家
庭
で
の

悩
み
な
ど
、
周
り
の
目
が
気
に
な
り

教
師
に
相
談
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

子
ど
も
た
ち
は
悩
み
を
誰
に
相
談
し

た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。

　
佐
久
市
で
は
電
話
相
談
な
ど
を

行
っ
て
き
た
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
活
用
し
た
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
相
談

窓
口
を
開
設
し
た
。

　
端
末
か
ら
の
送
信
は
24
時
間
可
能

で
、
相
談
件
数
実
績
を
見
る
と
Ｓ
Ｏ

Ｓ
発
信
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
目
的

は
十
分
に
達
成
し
て
い
る
と
感
じ
た
。▲ 子どもと一緒にゆっくり過ごせる「ママスキーハウス」の視察の様子

島
根
県
出
雲
市

京
都
府
宮
津
市

鳥
取
県
鳥
取
市

富
山
県
富
山
市
角
川
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

長
野
県
佐
久
市

富
山
県
富
山
市
マ
マ
ス
キ
ー
ハ
ウ
ス

18

常
任
委
員
会
報
告

補
正
予
算

定
例
会
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
特
別
委
員
会
報
告

行
政
視
察
報
告

意
見
交
換
会

　令和６年11月19日（火）、坂井市商工会と意見
交換会を行いました。
　前川議会報告委員長の挨拶から始まり、全体会
のあと２班に分かれて、「人材確保」「空き店舗活用」
などのテーマについて、活発な意見交換を行いました。意見交換をしたのちにグループ別に話し
合われた内容を発表し、戸板議長による講評で締めくくりました。

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
概
要
と
社
会

実
装
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
農
研
機
構
は
、
農
業
従
事
者
が
減

少
す
る
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆

使
し
て
農
業
の
諸
問
題
の
克
服
を
目

指
し
て
い
る
。

　
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
と
地
方

創
生
の
面
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
を
活
用
し
農
業
従
事
者
の
所
得
増

大
に
つ
な
が
る
よ
う
な
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
本
市
は
、
令
和
３
年
度
よ
り
取
り

組
ん
で
お
り
、
導
入
に
あ
た
っ
て
は

導
入
コ
ス
ト
が
大
き
な
問
題
で
あ
り
、

労
働
時
間
、
生
産
コ
ス
ト
、
収
益
性

の
現
状
を
分
析
し
、
今
後
の
経
営
に

生
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

常
陸
秋
そ
ば
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
常
陸
秋
そ
ば
は
、
常
陸
太
田
市
の

在
来
種
を
親
と
し
て
、
茨
城
県
の
奨

励
品
種
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

　
常
陸
秋
そ
ば
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
維

持
、
品
質
安
定
の
た
め
、
関
係
機
関

お
よ
び
栽
培
農
家
に
よ
る
種
子
栽
培

管
理
が
厳
し
い
条
件
で
徹
底
さ
れ
て

い
る
。

　
市
内
そ
ば
店
の
魅
力
と
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
る
た
め
、
店
同
士
が
連
携

し
、
地
域
活
性
化
と
所
得
向
上
、
後

継
者
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　
丸
岡
産
そ
ば
を
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
関

係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
と
感
じ
た
。

佐
野
ら
ー
め
ん
食
で
観
光
Ｐ
Ｒ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

　
佐
野
市
の
観
光
客
数
は
令
和
５
年

度
７
１
３
万
人
で
、
佐
野
ら
ー
め
ん
と

い
う
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
昔
な

が
ら
の
伝
統
の
味
と
移
住
者
に
よ
る
新

し
い
味
が
う
ま
く
調
和
し
て
い
る
。

　
本
市
に
は
、
自
慢
で
き
る
食
材
を

生
か
し
た
「
越
前
坂
井
う
ら
ら
の
極

味
膳
」
が
あ
り
、
そ
の
知
名
度
と
注

目
度
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
た
。

▲ 農研機構での視察の様子

産業建設常任委員会視察報告 11 月５日〜７日

■人材不足が深刻で、募集しても集まらない。
■坂井市に就職してくれるような仕組みづくりが必要。
■将来的には廃業もやむなしの事業所も多い。
■事業継承のための補助金、支援策の充実を。
■空き店舗や空き工場が増えてきている。
■空き店舗などの活用で、何かマッチングできないか。
■繊維産業をはじめとする、地場産業へもっと支援を。
■公式キャラクター「坂井ほや丸」の積極的な活用を。

意見交換会での主な意見

坂井市議会では様々な団体との意見交換
会を実施しています。
募集内容を坂井市議会
ホームページに掲載し
ています。詳細は右の
二次元コードからご覧
ください。

議会と意見交換しませんか？

こちらから
ホームページに
とびます！

意見交換会を

　  　実施しました

茨
城
県
つ
く
ば
市「
農
研
機
構
」

栃
木
県
佐
野
市

茨
城
県
常
陸
太
田
市
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※ 日程は、変更になる場合がありますので、変更となった場合は、坂井市議会ホームページでお知らせします。

事前予約は不要ですので、
　お気軽にお越しください。

10：00 ～
総務生活環境常任委員会

10：00 ～
本会議最終日
（委員長報告・採決など）

10：00 ～
一般質問

10：00 ～
代表質問

10：00 ～
一般質問

10：00 ～
教育民生常任委員会

10：00 ～
予算特別委員会

10：00 ～
産業建設常任委員会

10：00 ～
本会議初日
（施政方針、議案説明など）

9：00 ～
予算特別委員会

9：00 ～
予算特別委員会

9：00 ～
予算特別委員会

3/1

　い
つ
も
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　今
年
も
本
広
報
紙
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
は
20
年
ぶ
り
に
新
紙

幣
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　新
紙
幣
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
へ
の
対
応
が
な
さ
れ
、
多
く
の
人

が
利
用
で
き
る
よ
う
、
指
で
触
っ
た

だ
け
で
券
種
を
識
別
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
額
面
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
が

大
き
く
な
り
、
増
加
す
る
訪
日
外
国

人
に
も
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
し

た
。　今

回
の
議
会
審
議
で
は
物
価
高
騰

対
策
の
案
件
が
目
立
ち
、
長
引
く
物

価
高
騰
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　今
年
は
新
紙
幣
登
場
が
も
た
ら
す

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
や
、
北
陸
新
幹
線

福
井
・
敦
賀
開
業
に
よ
る
地
方
経
済

の
活
性
化
に
大
い
に
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。

（
山
田
　秀
樹
）

編 

集 

後 

記

ケーブルテレビにおける議会放送は、坂井市行政チャンネル
（121ch）廃止に伴い、コミュニティチャンネル（91ch）に移行
することとなりました。詳細につきましては、ホームページなどで
順次お知らせいたします。
YouTube（チャンネル名・福井県坂井市議会）については変わ
らず配信します。

議会放送が変わります

議会を傍聴してみませんか？
定例会　
会期日程は　
◀こちら


